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膀胱 に お け る P a ci ni 小体の 存在 は, 多くの 研究者 に よっ て光学顕微鏡的に報告され てき た . しか し

その微細構造に つ い て はい まだ 未解決 であ る. 今 臥 光学顕微鏡お よ び電子顕微鏡 によ り本小体の構造 を

観察す べ く研究を行 っ た .
ラ ッ ト膀胱壁 にお ける P a ci n i 小体は卵円形 ま たは楕円形を呈 し, 身体の他の部

位に み られ るも の に 比 して小型である(長径 15
～ 3 0 ノJ , 短径8

～

20 J`) . 本小体は下部膀胱休部側壁筋層内

に散発的に み られ, 膀胱全体 と して 6
～ 1 0 個程度存す る も の と思われ る . と き に2

～ 3 個が近接 して認 めら

れ
,
まれ に粘膜下層内に もみ られ る.

P a ci n i小体 は , 本体 t
毛細血管お よ び有髄神経線堆か ら構成さ れ る.

本体は結合組織性 の 外側被膜, S c b w a n n 氏細胞 に 由来す る 内棍, お よび 中心 に 位置する無髄軸索か ら なる .

電子顕微鏡的に は, 外側被膜 は 2 ～ 3 層 の同心円状 に 疎に 配列す る被膜細胞 と その 扁平な突起か らな る. 外

側被膜の細胞体お よ びその 突起の 相互間に は, 少量の 膠腐線経と無構造物質が介在す る. 内棍は 5 ～ 1 0 層

の比較的密度小な内梶細胞と その 扁平 な突起か ら な り, 細胞体は内梶の長軸上 の 外側端に 接 して存 し, そ

の突起を内側方に 延ばす. 無髄軸索は内梶細胞の 最内側の層板 に密接 して い る . 無髄軸索の最終末部 は,

多くの mi t o c h o n d ri a と微構造上 s y n a p ti c v e si cl e s に 類似 した無顆粒性お よ び顆粒性小胞 を内包す る.
こ

の最終末部は扁平な断面を呈 し, こ れ か ら小突起 を内梶の放射状の間隙( r a d i al cl ef ts) 内に 出す. と きに

少数の小胞を含 む小軸索突起 が内棍の層板間に 認め られ る .
P a ci n i 小体の無髄軸索内に線毛の存在を認め

た
.

K e y w o r d s P a ci ni a n c o r p u s cl e , U ri n a r y bl a d d e r , Cili a , R a t

P a ci ni 小体 ( V a t e r - P a ci ni 小体) の 名 称 は 古く

1741 年 V a t e r l)が 発見し, 約 1 世紀後 P a ci ni
2) が その構

造に論及 した こ と に よ る
3)

.
そ の後 多数の組織学的研究

がなされてき たが
3) ～ 8)

, その 多く は m e th yl e n e b l u e を

剛 ) た生体染色標本の光学顕微鏡 (以 下光頗 と略記)

検索に よるも の であ っ た
.
P a ci ni 小体の 電子 顕微鏡(以

下電顕と略記) に よ る観察 は, 1 9 5 0 年代中頃か ら行 わ

れ
, 微細構造が次第 に 解明 さ れ てき た

9ト 20)
.
これ らの研

究の大部分は ネコ の腸間膜 の P a ci n i 小体 を対象 と した

ものであり
3) ･ 5 ト 8) I l O 卜 1 5) ･ 1 9)

, その 他ネ コ の膵3) 9)1 4)や 四肢の

一

部
1 5 ト 1 7)
の も の

,
ヒ トの 四肢1) 2) 1 3) 2 0 や イ ヌの 前立腺や

尿道
4) の も の が ある .

ラ ッ トでは近年 Z ell e n a 1 8)が 坐骨

神経圧挫後 に お こる下腿 骨間膜の P a ci n i 小体の再生を

電顕的 に観察 して い る .

膀 胱に お ける知覚神経終末と して は, 自由神経終末

と少数の被膜性神経終末 ( e n c a p s ul a t e d n e rv e e n d -

i n g s) の 存在が 報ぜ られ , 後者と し て P a ci ni 小体が 知

ら れ て い るが , その報告は断片的で意外に 少なく
2 1 ト 2 5 )

,

い ずれ も m e th yl e n e bl u e 生体染色
21)
,
渡銀法2 2)2 3)

,

h e m a t o x yli n
-

e O Si n 染色24)
25)
な どに よ る光顕 レ ベ ル

F in e S t r u ct u r e o f P a ci ni a n C o r p u s cl e s of R a t U ri n a r y B la d d e r . 朗it s u o k主 Y a m a d a ,

T os hi o Y a m a sh it a
*

& R y o h ei H o nji n ミ D e p a rt m e n t of O b s t et ric s a n d G y n e c ol o g y (D i ･

re ct o r: P r of . E . N is hid a) ,
*

D e p a rt m e n t of A n a t o m y ( Di r e ct o r : P r of . R . H o nji n) ! S ch o ol

Of M ed ic in e
,
K a n a z a w a U n iv er sit y
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の観察に過ぎず, その微 細構造 に 関 して は い まだ 報告

され て い な い . 著者 ら は 今回 ラ ッ ト膀胱 の い わ ゆ る

P a ci n i 小体を電顕 によ っ て検索 した の で, こ こ に報告

す る . な お, P a ci ni 小体 の有髄神経線練成分 の観察の

ため ,
オ ス ミ ウム( O s) に よ る髄鞘染色お よび t o l u id i n e

bl u e 染色を用 い て光顕的に も検討 した.

材料お よ び 方法

研究材料 と して体重 180 g ～ 2 50 g の 健康 な W i st e r

系成熟処女 ラ ッ ト(計 25 匹) の 膀胱 を使用 した . 材料

の採取は す ぺ て エ ー

テ ル 麻酔下 に 行 っ た . ま ず, 髄鞘

染色の た め の光顕用材料 は, 腹壁正 中切開に続 い て恥

骨 を完全 に離断 し, 直腸 を除い て勝胱 をは じめ尿道,

子 宮, 謄 な ど骨盤内臓を
一

括 して摘出 した後, 余分の

子 宮角お よ び腹を切除, 膀胱 と尿道 に子宮頸 と謄の 一

部が 付着 した も の を固定液に投 じた . 電顕用材料は,

開腹後直 ち に 膀胱 の主と して側壁 をで き る だ け外力を

加 えな い よう に注意 しな が ら鋭利 なメ ス で切除し, 速

やか に細切 し電頗用前固定液 に 投 じた .

O s 髄静 染色用固定液 は次 の如く作製 した . 8 % f o r -

m al d e h y d e 液 : 5 m l , 2 % O sO . 液: 5 m l , 0 . 2 M p h o s
･

p h a t e b u ff e r( p H : 7 ･ 4) : 1 0 m l , S u C r O S e : 0 . 8 g か ら

な る混合液 を材料採取の直前に 作 り, 4
0

C で 2 昼夜固定

した . 固定後水洗, 脱水
,
パ ラ フ ィ ン 包理 し, 厚 さ約

7 〟 の連続切片を作製 し, 鏡検 した .

電顕標本 の作製 は以下 の方法 で行 っ た . 採取 した 試

料 は 4
0

C で 0 ･ 0 5 M s o d i u m c a c o d yl a t e 緩 衝 (p H :

7 ･ 4) 5 % gl u t a r a ld e h yd e 液 で約 15 分間前固定 の後, 同

緩衝 1 % O s O 4 掛 こて約 2 時間固定 を行 っ た . その 後, 試

料 を漸次高濃度 の eth a n o l 系列で 脱水
,
E p o n 8 1 2 にて

包理 した. 超薄切片 はガ ラ ス ナイ フ を用 い
,
L E B

-

4 80 1

A お よび
.

2 0 8 8 U lt r o t o m e に よ り作製, 5% 酢酸 ウ ラ ン

と P b(佐藤氏液28)) の 二 重染色 を施 し
,
H ロ

ー

1 2 , J E M

-

1 0 0 B
,
H

-

6 0 0 な ど の 電 顕 に よ り 直 接 倍 率

1 , 5 0 0
～

2 0
,
0 00 倍で 撮影 した. な お

, 超薄切片 の作製に

先立ち, 厚い 切 片に t ol u id i n e b l u e 染色 を行 い , 光顕

用 観察 に 使用 した.

成 練

Ⅰ . 光顕所見

ラ ッ ト膀胱の P a ci n i 小体は , ネ コ の腸 間膜 な どの も

の に 比 して 小型 で (約 1/ 1 0 また は そ れ以下)
8)非定型

的である. 本小体 は大き さが, 長径 15 ～ 3 0 J∠, 短径 8 ～ 2 0

〝 のほぼ卵円形ない し楕円形 を呈 し, 一 般に尿管開口部

より頭側の下部膀胱休部側壁筋層内に 通常 1 個 (写真

1 , 4) と き に数個が互 い に近接 して認 め られ る (写真

2) . ま た稀で あるが粘膜下層内にみ ら れ る こ とも ある

(写真 3)
･ 膀胱休部 で も, 膀胱頂お よび これ に近い筋

層内に は存在 しな い ･ 勝胱外膜内に は
, その存在を確

認 で き なか っ た .

P a ci ni 小体 の構造 は, 本体 (外側被膜
, 内梶および

無髄軸索か らな る) お よ び こ れ に 付属す る毛細血管と

有髄神経線推か ら な る･ 本体の 外側被膜と内棍は同心

円状 に 配列す る 層板構造か らな り
, そ の 中心に無髄軸

索を内包す る･ 通常･ その長径上の →

端に毛細血管が

認 め られ (写真 1 , 2
,
3)

,
2 個 の小体が接近している

場合 に ほ両者が 1 本の 血管 を共有 して い る ことがある

(写 真2) ･ 毛細血管 と同端部 また は他端部に比較的太

い 1 本の 有髄神経線推が観察 され る (写真 1 , 3 , 4)
.

こ の 有髄線維 は 0 5髄 鞘 染色 で は比較的弱く染る が

t ol u id i n e b l u e 染色で は漉染す る .

ⅠⅠ
. 電顕所見

光顕 にて観察され た P a ci ni 小体 の本体は,(1 桝側被

膜 ( o u t e r c a p s ul e) とそ の 内側 に ある(2)内棍 (in n e r

C O r e) , お よ び中心 に 存 す る(3)無髄軸索( u n m y eli n ate d

a x o n ) の 三 者か ら構成 きれ る (写真 6) .

外側被膜 は被膜細胞の細胞体 とそ の突起の重なった

層板 (1 a m ell a e) とか らな る
. 前者は大 きな核を有し,

細胞質 は電子密度大 で , 少数 の m i t o c h o n d ri a (以下

mi t o ･ と略)
, 粗面小胞体, ゴル ジ装置, mi c r o t u b ul e s(m .

t ･ と略) , m i c r ofil a m e n t s ( m . f . と略) , d e n s e b o die s,

C O a t e d v e si cl e s な どを含む . 後者 は内棍を囲み, ほぼ

同心円状 に 配列す る 2 ～ 3 層の 巾 0 .1 ～ 0 .5 〟 の扁平な

細胞突起 か ら な り, 隣接 す る層板 は断端の所々 で互い

に重畳す る
. 層板 を形成 す る細胞質 は遊離リボゾ ー ム

に富み密度大 で
, 各々 の層板間, 最内側の層板と内棍

の 間, お よ び小体 の周囲に膠原線推お よ び無構造物質

が介在す る. ラ ッ ト膀胱 の本小体 の 外側被膜の層板の

数は, 上 記の よ う に
,
ネ コ な どに み られ るも の に比し

て
,
そ の 数が 少な い のが 特徴で ある. 内棍 は無髄軸索

を包 む層仮構造で , そ の 最外備 に 位置す る内原細胞

(i n n e r c o r e c ell) の細胞体 と, それ か ら内側に延び

た細胞突起の同心性 な らん だ層板 (i n n e r c o r e l a m el ･

1 a e) と か らな る
. 内梶細胞は内棍の 一 極 に 偏して比較

的大 き な核 をも ち, 細胞質は上 記の 被膜細胞の それに

比 し て密度小 で明 る く, 基底膜 を有す る . 細胞体およ

び層板 の細胞質内に は種 々 の小器官の ほか , 被膜細胞

の場合以上に しぼ し ば pi n o c y t o ti c v e si cl e s を認める.

内梶 の 層板 の個々 は被膜細胞のものより厚く(巾0 .3 ～ 1

〟) , 中心部に 近 い もの程薄く な っ て , 無髄軸索を中心

に 比較的密接 して位置 して い る(写真6 で は 6
～ 8 層) .

個々 の層板間に は間隙のある部 と密接す る
■

部があり,

間隙が 存す る部で は基底膜 な らび に 少量 の膠原線維の

存在 をみ る. 密接する部 では層板間に d e s m o s o m e 様の
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構造が認められ る ･ 中心の 無髄軸索と最内側の層板 と

軋 巾約20 n m の密度小な 層を介 して密接 し, こ の部

では基底膜は介在 しな い . 内棍の 層板間に, 層板内の

細胞質よ り密度大で, 内部 に m ･ t ･
,
m ･ f ･

,
S y n a pti c

v e si cl e s ( 以下 s . Ⅴ . と略) 様の小胞な どを含 む細胞膜 に

囲まれた 断面が介在 す る.
こ れ はそ の構造上無髄軸索

の突起と考 えられ る . s ･ V . 様の小胞 に は, 内部 に c o r e

を含まな い 径50
～

1 0 0 n m の無顆粒性小胞( a g r a n ul a r

v e si cl e s) の ほか に, 密度大 な c o r e ( 径 50
～ 70 n m ) を

もつ径80 ～ 10 0 n m の 額粒性小胞 (g r a n u l a r v e si cl e s)

の2 種頸が観察さ れ た(写真 5) . P a ci n i 小体の 横断像

では
,
中心 に存する無髄軸索は扁平な断面を示 し, こ

れを内棍細胞の突起 ( い わ ゆる h e m il a m ell a e) が両側

㌔ユらはさ むよ うに取囲ん で い る のが 観察 され る . 横断

面に おける軸索の両端で は, 内棍 に縦走す る 2 条の 間

隙(r a di al cl e ft s) が形成 され , 軸索は こ の間隙に向っ

て双角状の小突起 を出す (写真8) .

中心の無髄軸索は , 縦断像で は長い 楕円形 を呈 し,

内部に は mi t o .
,
m . t . , m . f .

, d e n s e b o di e s な どの ほ

か, 無頼粒性小胞お よ び顆粒性小脇が存在す る. 無髄

軸索の最終末郡(t e r m i n al s e g m e n t) で は多数の m it o .

が集積し, 横断像で r a di al cl eft s に入 る突起内に 上 述

の小胞が多数存在す る (写真8) .

なお , ラ ッ ト膀胱の P a ci ni 小体の 電顕像 にお い て,

いまだ報告さ れ て い な い きわ め て興味深い 新知見 を得

た. すなわ ち, 無髄軸索 に お い て線毛 ( cili a) の存在

を見出した. 線毛 に お い て は, 密度大な物質 に 埋 っ て

平行して走る 9 対の微細小菅があり, こ れ は
一

般 に他

の細胞にお い て線毛に 特有 な微構造 とさ れ る構造であ

る(写真6 , 7 , 8) .

考 察

Mi c h a eil o w
21】は ウ マ と ネ コ の 膀胱 に, 通常の P a ci n i

小体よ り被膜 の薄 い 小体 を認 め, 異 型 P a ci ni 小体

( m odifi zi e r t e V a t e r - P a ci ni s c h e K 8 r p e r c h e n ) と

して初めて報告 した . 続 い て S t ぬr
2 2)は ヒ トの膀胱の 外

膿内に
, 井 村 8) は マ ウス の 筋層内に, S h e h a t a

2 4)2 5)は

ネコ膀胱の筋層, 外膿 お よ び粘膜下層内に , 同種の 小

体の存在を認め
,
光顕所見 を報告し てい る .

著者らは今回, O s髄鞘染色の連続切片榎本 と電顕に

より
, 主と して尿管開口部 よ り頭僻で下部膀胱休部側

壁の筋層お よび粘膜下層内に 同種 の小体 を認 め た. 著

者らがみた小体 は, 軸索を取囲ん で同心円状 に なら ん

だ層板をも ち, その 一

端 に 毛細血管 を有す る構造上 の

特徴がある
.
こ の特徴 か ら考 える と, 著者ら の みた小

体は洞 じく被膜性神経終末に 属する M ei s s n e r 氏触覚

小体(t a c til e c o r p u s cl e s o f M ei s s n e r)
2 7)や K r a u s e

氏棍状体 (e n d b ul b s o f K r a u s e) 2 8) とは異な り, い

わ ゆる M i c h a eil o w 2 u が m o difi zi e rt e V a t e r
-

P a ci ni ･

血 e K 8 叩 e r C b e n と して報告 した もの に 相当す ると 考

え られ る
.

膀胱 に 酎ナる知覚神経終末の電顕所見は, わ ずか に

近年 V sb i v t s e v a ら 29) のカ エ ル 膀胱頸部の自由神経終

末の報告がある に 過ぎず, P a ci n i 小体 に つ い て はい ま

だ報告 をみない . ラ ッ ト膀胱の P a ci n i 小体 は微構造上

外側被膜, 内梶お よび無髄軸索か ら構成 されて い るが,

こ れ に加う る に内梶の層坂内に, 層板に はさま れて細

い 無髄軸索が存在する こ とが 判明 した . 著者 らが見た

内棍の層板間に見出 した こ の細い 無髄軸索は, 膀胱以

外 の P a ci ni 小 体 で P ol a c e k ら 11) , C h o u c h k o v
1 3)
,

S a n ti ni ら
1 4)
, S p e n c e r ら

1 5)が 中心 の主軸索以外に 指摘

した副軸索に相当す るも の と思われ る が, その性格に

つ い て 著者 ら は c a t e ch ol a m i n e 検出法 で検したが , こ

れ の遠心性 ad r e n ali n 作働性 を認容 し得る知見に は達

しなか っ た . また著者 らの光顕所見で
,
P a ci ni 小体に

達 する神経線経 と して 1 本の 有髄線推 しか認められず,

ま た電顕的 に, 主軸索お よ び内棍内の細い 軸索構造物

が , と も に 顆粒性小胞と無頼粒性小腹 と を含み, 両者

の内部構造が よく類似 して い る点な どか ら推測する と,

内棍内の 細い 軸索 は, 主軸索か らの 分枝と も考え られ,

知覚性 の終末である こ と を否定 し得 な い .

今回著者ら は, ラ ッ ト膀胱の P a ci ni 小体の軸索内に
,

明 らか に微細構造上線毛と考 え られ る構造物を見出 し

た . 知覚終末 に お け る線毛 の存在 は, C h e m o r e c e p t o r s

の
一

種で ある喚覚受容掛 こお ける 01f a c t o r y cili a が よ

く知られ て い る 叫
. 今 日まで, 広く各種動物お よび各種

臓 掛こお け る P a ci ni 小体にお い て, そ の終末軸索に線

毛 が存在す る とい う報告 をみな い . 小体の 中央部 を走

る主軸索, すな わ ち知覚線維の末端部に , 線毛が 存在

し
, しか も線毛が複数で存す る こ と が明ら か に な っ た

(写真8) .

この 線毛の 機能的意義に 関 して考察す る と, 一 般に

生理 学的に は, P a ci n i 小体は, 外部から加わ る機械的

刺激の受容器
,
と く に振動覚に 関与する受容器 とされ

て い る
31】

. 著者 らの みた 線毛 は, こ れ ら刺激 に対す る感

受 性を高 める, い わ ゆ る増感構造と しての 作用 をもつ

と考 えられ る . しか し膀胱に お い て は, 単 に膀胱壁の

伸展に 伴う尿意 ( m e c h a n o r e c e pt o r s)
32)
だ けでな く,

炎症時 な どに お ける異常尿意 もあり, 線毛が近位 に あ

る血管 との関連にお い て,
一

種の c h e m o r e c e p t o r s と し

て作用 し, 尿意の 出現 を コ ン トロ ー ル する こと も否定

で き ない
. 本小体 の粘膜下層にお ける存在や, 本小体

が 必ず血管を具備 す る こ とな どは, こ のよう な cb e m o -

r e c e p t o r s と しての 作用 をも有す る のか も知れ ない .
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結 論

ラ ッ ト膀胱壁 に存 す る P a c in i 小体 ( V a t e r - P a c in i

小体) を光顕およ び電顕 に て観察 し次 の 結果を得た .

1 . 光顕的に は, ラ ッ ト膀胱の P a ci ni 小体 は, 卵円

形な い し楕円形を呈 し, 小形で (長径 15 ～ 3 0 メイ, 短径

8 ～ 2 0 ノJ)
一 般 に非定型的 であり, 尿管開 口部よ り頭側

の下部膀胱休部側壁筋層内に 通常 1 個, と き に数個が

比 硬的近接 し て認 め られ る . また とき と して 粘膜下層

内に もみ られ る .

2 . 同小体 の構造 は, 本体 (外側被膜, 内棍お よび

無髄軸索か ら なる) , 毛細血管 お よびび有髄神経線維か

らな る
. 毛細血管は本体の長軸 の

一

端に 接 して位置し,

複数 の こ ともあ り, また 2 偶の小体が近接す る場合 1 本

の毛細血管を共有する こ と も ある. 有髄神経線維 は比

較的太く, 毛細血管 と同 じ小体端 また は反対端 に位置

す る.

3 . 電顕的 に は, 本体 は1) 外側被膜, 2) 内梶, 3)

無髄軸索の三 者か ら構成 され る . 外側被膜 は被膜細胞

体と その 突起 である薄 い ( 巾0 . 1 ～ 0 . 5 〟) 数層の 層板

か らな り, こ の層板は内棍 を取囲み ほ ぼ同心円状 に配

列す る. 内梶 は 中心の無髄軸索を包 み, 外側被膜よ り

に 位置す る細胞体と, それ か ら内側 に 延び る 扁平な層

板か らな る . こ の層板 は通常 5 ～ 1 0 層 の比較的密な同

心状の配列 を示 す.

4 . 内梶細胞の層板間に こ れ に密接 して , 無髄軸索

と考 えら れる構造物の介在 を認め た . この 無髄軸索に

は無顆粒性小胞と顆鱒性小胞の 2 種類が 観察さ れた .

5 . 主軸 索は縦断 で は 長 い 楕円形 を呈 し, 内部に

m it o c h o n d ri a , m i c r o t u b u l e s , m i c r o fil a m e n t s , d e n s e

b o di e s , 無顆粒性な い し顆粒性小胞 な ど を包含 す る . 主

軸索の最終末部 (t e r mi n al s e g m e n t) で は比較的多く

の mi t o c h o n d ri a が集模し, 扇平 な断面 を呈 する両端部

( r a di a l cl e ft s に 向う部) で は両種 の小胞が多く認め

ら れた .

6 . P a ci n i 小体の知覚神経終末 に線毛の存在 を認め

た.
こ れ ら線毛は微細構造上, 密度 大な物質に 埋 っ た

9 対の微細小菅を有す る . 最終末部の横断か ら得 られた

電顕像は, 線毛が 1 本の神経終末に 1 本だ け存在す る

も ので は な く, 複数存在 す る こ と を示 してい る .

稀を終 える に あたり, 御指導 と御配慮を賜 わりま した西 田

悦郎教授 に深 く感謝 い たします . また , 顔徴 鏡写 真の 作成,

文献の整理 な どに , 協力を惜 しまれ なか っ た西村竹治郎･ 横
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i n th e m u s cl e l a y e r o f r a t u ri n a r y b l a d d e r . A

m yli n a t e d n e rv e fib e r ( a r r o w ) a n d a c a pill a r y a r e

l o c a t e d i n cl o s e c o n t a ct w ith th e m ai n b o d y o f th e

C O r p u S Cl e . O s m i u m
-

St a i ni n g f o r m yli n sh e a th , ×

2 4 0 .

F i g . 2 . Li gh t m i c r o g r a ph o f 3 P a c in i a n c o r p u s cl e s

i n th e m u s cl el a y e r . L eft 2 0f th e m h a v e a c o m m o n

C a pill a r y . O s m i u m st a in 1 n g ,
×2 4 0 .

F i g . 3 . Li gh t m i c r o g r a p h o f a P a c in i a n c o r p u s cl e

i n th e s u b m u c o s a . I t h a s a m y eli n a t e d n e rv e fi b e r

( a r r o w ) a n d a c a pill a r y . O s m i u m
-

S ta in i n g , ×2 4 0 .

F i g . 4 . Li gh t mi c r o g r a p h o f a P a ci ni a n c o r p u s cl e

i n th e m u s cl e l a y e r . T h e a r r o w i n di c a t e s a

m y eli n a t e d n e r v e fib e r w h i c h ru n S b e t w e e n t w o

m u s cl e b u n dl e s . T o l ui di n e bl u e s t ai n i n g , ×2 4 0 .

F i g . 5 . El e c t r o n m i c r o g r a ph o f a l o n git u di n al

S e C ti o n o f a P a ci n i a n c o r p u s cl e of th e r a t u ri n a r y

b l a d d e r . N o t e a g r a n u l a r a n d g r a n ul a r v e si cl e s i n
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th e p r o t ru Si o n o f th e a x o n ( a r r o w )l o c a t e d a m o n g

th e i n n e r c o r e l a m ell a e . O n th e l eft si d e o f th e

mi c r o g r a p h , a n u n m y eli n a t e d a x o n ( A ) l o c a t e d i n

th e c e n t e r o f th e c o r p u s cl e i s s e e n .

Fi g . 6 . El e c t r o n m i c r o g r a p h o f a l o n gi t u d i n al

S e Cti o n o f a P a c in i a n c o r p u s cl e i n t h e m u s cl e

l a y e r o f r a t u ri n a r y b l a d d e r . T h e o u t e r c a p s ul e

(O C) , th e i n n e r c o r e l am ell a e (I C) a n d th e

u m y eli n a t e d a x o n ( A ) a r e s e e n . T h e c ell b o d y o f

t h e i n n e r c o r e c e ll h a s a r el a ti v el y l a r g e n u cl e u s

(N ) . N o t e th e p r e s e n c e o f a c ili u m (a r r o w ) i n th e

u n m y eli n a t e d a x o n .

Fi g . 7 . E l e c t r o n m i c r o g r a p h i n high m a g n ifi c a ti o n

O f th e u n m yli n a t e d a x o n ( A ) i n Fi g . 6 . T h e

a r r o w in d i c a t e s a cili u m w h i c h h a s p r e s u m a bly

n i n e d o u bl e fil am e n t S ･ T h e i n n e r c o r e l a m e11 a e

(I C) e n cl o s e t h e u n m y eli n a t e d a x o n .

Fi g ･ 8 ･ El e c t r o n mi c r o g r a ph o f a c r o s s
-

S e C ti o n of

t h e fl a t t e n e d t e rm i n al s e g m e n t o f th e a x o n (A)i n

a P a c in i a n c o rp u s cl e ･ T h e a x o n c o n t ai n s m a ny

m it o c h o n d ri a a n d v e si cl e s wi th o r wi th o u t d e ns e

C O r e ･ T h e a r r o w s i n d i c a t e s 2 cili a i n th e a x o n .

S h o rt p r o t ru Si o n s o f th e te rm i n al s e g m e n t of th e

a x o n ru n i n t o th e r a di al cl e ft o f th e i n n e r c o r e o n

th e ri gh t sid e o f th e m i c r o g r a p h .
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F h e St m c t u r e o f P a ci nia n C o q } u S Cle s of R at U d m r y Blad d er M it s u o ki Y a m a d a
,
T o shi o

Y a rn a shit a
* & R y o h ei H o nji n

*
,
D ep a rt m e n t o f O b st et ri c s a n d G y n e c olo g y ( D ir e c t o r : P r of ･ E ･

Nishi d a) ,
* D e p ar t m e n t o f A n at o m y ( D i r e c t o r: P r of ･ R ･ H o rj i n) , S ch o ol of M e dici n e , K a n a z a w a

u ni ve rsit y , K a n a z a w a , 9 2 0
- J

･
J u z e n M e d ･ S o c ･

, 9 1 , 4 1 5
- 4 2 4 (1 9 8 2)

K e y w o rd s: P a ci ni a n c o rp u s cl e , U ri n a ry bla d d e r , Cilia , R at

A b st m c t

T h e p r e s e n C e O
f P a ci n i an C O r P u S Cl e s i n t h e u ri n ar y b l a d d er h a s b e e n r ep o rt e d b y m a n y i n v e st i

g at o rs
w it h 山g h t m i c r o s c o p y ･

H o w e v e r
,
t h e fi n e s t ru C t u r e O f t h e c o rp u s cl e s r e m ai n s u n s oI v e d ･

T h e p r e s e n t St u d y
i s m a d e t o o b s e r v e t h e st ru C t u r e O f t h e c o rp u s cl e s b y b o t h li g h t a n d el e ct r o n

m i c r o s c o p l e S .

P a ci n i a n c o r p u s cl e s i n t h e w a1l o f t h e r a t u r in a r y b l a
d d e r a r e o v al o r elli p s oi d al i n s h a p e a n d

s m a u i n si z e ( 1 5
- 3 0 p i n l o n g

d i a m e t e r , 8
- 2 0 p i n s h o rt o n e) a s c o m p a r e d w it h t h o s e i n t h e ot h e r

p a rts o
f t h e b o d y ･ T h e y a r e f o u n d sp o r a d i c a 11 y i n t h e m u s cl e l a y e r i n t h e l a t e r o

-l o w e r w al l o f t h e

b o d y o f t h e b l a
d d e r

,
a n d 6 t o l O i n n u m b e r i n a ll ･ T h e y r a r el y a p p e a r i n a g r o u p o f 2 t o 3 ･ I n

r a r e c a s e s t h e c o r p u s cl e s a r e p r e s e n t i n t h e s u b m u c o s a .

T h e P a ci n i a n c o r p u s cl e is c o m p o s e d o f a m ai n b o d y , C a P i11 a ri e s a n d a m y eli n at e d n e rv e fib e r .

T h e m ai n b o d y i s c o m p o s e d o f t h e o u t e r c a p s u l e o f c o n n e c ti v e tis s u e e le m e n t , t h e i n n e r c o r e o f

S c h w a n n c ell el e m e n t a n d t h e u n m y eli n at e d a x o n l o c a t e d i n t h e c e n t e r .

E l e ct r o n mi c r o s c o p i c st u d i e s s h o w t h at t h e o u t e r c a p s ul e is c o m p o s e d o f 2 t o 3 1 a y e r s o f t h e

c ap s u l a r c ell s a
n d t h e i r fl at p r o t ru Si o n s w h i c h a r e a r r an g e d l o o s ely in c o n c e n t ri c all y a r r a ng ed

l a m e11 a e . T h e c ell l a y e r s o f t h e o u t e r c a p s u l e a r e s e p a r at e d b y a s m al 1 a m o u n t o f c oll a g e n fi b r 皿s

a n d a m o r p h o u s s u b s t a n c e . T h e i n n e r c o r e is c o m p o s e d o f 5 t o l O l a y
e rs o f l e s s d e n s e c e n s a n d

t h ei r fl at p r o c e s s e s . T h e c ell b o d y i s sit u a t e d a t t h e o u t e r m a r g m o
f t h e in n e r c o r e , a n d t h e

p r o c e s s e s e x t e n d i n w a rd ･ T h e u n m y eli n at e d a x o n is in c o n t a c t w it h t h e i n n e r m o st l a y e r o f t h e

in n e r c o r e l a m ell a e . T h e u n m y eli n at e d a x o n c o n t a in s i n i t s t e r m i n al s e g m e n t m a n y m it o c h o n
L

d ri a a n d ag r a n u l a r a n d g r a n u l a r v e si cl e s , W h i c h a r e si m il a r i n fi n e st ru C t u r e t O t h e sy n a p ti c v e s i

cl e s . T h e t e r m i n al s e g m e n t o f t h e a x o n a ss u m e s a fl a tt e n e d p r o fil e a n d e x t e n d s s m a u p r o t ru Si o n s

w hi ch a r e l o c at e d i n t h e b il at e r al r a d i al cl e ft s o f t h e i n n e r c o r e . O c c a si o n all y , t h e s m a ll p r o t r ひ

Si o n s o f t h e a x o n c o n t a in in g a s m all n u m b e r o f v e si cl e s a r e f o u n d a m o n g t h e i n n e r c o r e l a m e ll a e .

A cni u m i s s e e n i n t h e u n m y eli n a t e d a x o n o f t h e P a ci n i an C O r P u S Cl e .
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